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果，温度 300K 以下では，H2分子を自発的に内包し，室温では H2分子を放出する振る舞いを観察















躍的に上昇し，フラーレン内部は，100K という温度にも関わらず液体水素(20K)の密度の 1/2 に
も達する高密度になっていることが明らかになった．現在，主に研究されているカーボンナノチ
ューブ表面への H2分子吸着と比較して，フラーレン内部への水素吸蔵は密閉性が高い．そのため，
フラーレンには分子吸蔵機能に加えて，ドラッグデリバリのような新機能を持たせられる可能性
が期待される．本研究において，フラーレンを用いた構造の水素吸蔵・放出現象を観察したこと
で，新たな水素吸蔵機能材料創成の可能性を示すことができた． 
 
